

















































































































































州議会下院法案900(the Public Safety and Offender Rehabilitation Services Act of 2007: 



















は9万8515人， 92年には 10万 5467人と 10万人を超えた。その後も増加傾向は
続き， 93年には 11万5573人，そして， 94年には 12万 1084人L 毎年記録は塗
り替えられていった1)。そのような中で，特に凶悪な犯罪の発生数を減らすことを
目的に， 1994年 11月，三振法 (ThreeStrikes Law) として知られるようになったカ
リフオノレニア州法が施行された。この法律により，重大犯罪を繰り返す犯罪者に対
して，より長期の懲役刑を科すことが可能となったのである。具体的には，過去に





の重罪犯罪のために，過重刑の対象となって 2008年に受刑していた者の数は， 4 













56%，最高は 1994年と 1996年の 61%であった。これをわが国の状況と比較する
と，平成 13(2001)年の出所受刑者総数2万5714人の平成 16年年末までの 3年間
の再入率を見ると， 39.7%であるの。
このような状況に，新規有罪判決による新人数の増加を考慮して将来の受刑者数





























































straints)を利用した身体拘束および独居拘禁 (AdministrativeSegregation / Segregated 































が要求されている〔のみであるJJ 15)と。また， 37ミリ銃の使用についても， Iその
受刑者が向精神薬治療を受けているかいないかにかかわらず， [同銃の使用は，J精

































































により，カリフオノレニア州矯正更生局 (theCalifornia Department of Corrections 
and Rehabilitation [以下， CDCRまたは矯正更生局J)の29の刑務所において，









て，カリフオノレニア州統治法 (theCalifornia Government Code)第2編第1章





























































California Correctional Peace Officers Association)による意見があるので，これを概
観しておこう。


































bilitation)および社会復帰促進施設のベッド (SecureReentry Beds)数として，第 1期
に6千，第2期に 1万の計 1万6千床が，さらに，矯正医療施設におけるベッド
(Medical Beds)数として第 1期に 6千，第2期に 2千の計8千床が認められた30)。
このようにして 5万3千人分のベッドとそのスペースを用意することで，過剰収
容を緩和する方法を採ることを打ち出し，そのための費用として，補充ベッドに









(a) (州際矯正協約 (theInterstate Corrections Compact)または西部地域州際



































































証明要件 (thelicensing and certification requirements)の修正の計画









































































シュワノレツネッガー州知事は， AB900可決直後の 2007年 5月3日にはすでに，
刑務所改革の早期実施のために，それぞれ20人程度の 2つの「実行チーム (Strike
Teams)J を設置した。一つは， i施設建設実行チーム (FacilitiesConstruction Strike 
















































指標6では，同州に存在する 12の「入所センター CReceptionCenter) Jでの入所者
評価を，科学的根拠を基に Cevidence-based)実施し，各受刑者に最も適切な矯正プ
ログラムを受けさせることを目標としていた。 2009年 2月6日までに 2万5千人




















(GED: General equivalency diploma)の取得数は， 2006-07年度の 2614から 2007-08
年度には3690と格段に増加しているが， 2008-09年度には元の水準程度の 2929に
減少している。大学学位の取得数も同様に， 2006-07年度の 187から 2007-08年度
には498と格段に増加しているが， 2008-09年度には元の水準程度の 236!こ減少し
ている。しかし，教科教育への参加者数自体は確実に増加している。すなわち，
2005-06年度の 1万572から 2006-07年度には1万2075に増加し， 2007-08年度
にはさらに 1万4347!こ増加している。
一方，職業プログラムの方は，着実に伸びている。すなわち， 2005-06年度の
7953から 2006-07年度には 8782と増加し， 2007-08年度にはさらに 9312に増加
している。それと同時に，職業プログラム修了証 (professionalvocational program 

















































































































United for a Responsible Budget: CURB) Jによる評価
CURBは， 2003年に設立され，主に予算的な分析から，刑務所改革に反対して

























考えるのが，非営利公共利益 (nonprofitpublic interest)法律事務所， I刑務所法オ





































る。 2005年2月23日に，ガリソン・ジ、ヨンソン対カリフオノレニア CGarrison S. Johnson 
V. Calφrnia， 543 US 499)において，連邦最高裁は，同一人種を同ーの居室に収容す
るというそれまでのカリフオルニア州の運用を，連邦憲法修正 14条〔平等保護条
項〕のもとで厳格審査するべきであるとし，州、|に不利な見解が示されたことから，






















































法律 (determinatesentencing law: DSL)を改革することが急務であると主張する。








































(1) 2009年 8月4日 連邦地方裁判所命令82)
連邦裁判所は，合衆国連邦法 28編 2284章 (Section2284， Title 28 United States 















憲法的に適切な医療ケア (constitutionallyadequate medical care)の提供を怠っ
た結果，相当な数の受刑者が命を落としてきた。 2005年中期現在，カリフオ
ノレニア州の受刑者は 6~7 日に一人〔の割合で〕不必要に (needlessly) [=死ななく
ても良いにもかかわらず〕亡くなっている。……端的には，カリフオノレニア州の



























































(3) 2010年 1月12日 裁判所命令
上記，原告コーノレマンおよびプレイタの了承により，連邦裁判所は， 6カ月以内










































































































































































1) CORRECTIONS MOVING FORWARD， FaU 2009 (CDCR Office of Public and Em 
ployee Communications) at 5 (hereinafter MOVING FORW ARD). 2009年までのデー
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ベッド 2千床を新規に 2008年 12月までに設置……達成度 2千のうち 500を同定




に達成 (9669件の実施。 94%の参加率達成)， 6.入所センター (ReceptionCen-
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て定められた 120日間の再点検期間内に行われなければならない。J(Id. at 24-25.) 
〔付記〕本稿は， 2010年度パッへ研究奨励金I-A-2による研究成果の一部である。
(2010年10月30日脱稿)
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